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火事の原因でもっとも多いのが，天ぷら鍋（油）によ

るものです。 「ちょっとの間でもガスコンロの前を離れる
軸ぎま り

ときは，火を消すようにしていますJという柳眞理さん
あきこ

(左)と晶子さん(島名）

蕊
爵識

る
前
に

、

こ
れ
か
ら
冬
の
厳
寒
期
、
火
事
の
も
っ
と
も
多
い
季
節
に
な
り

ま
す
。
火
事
は
消
す
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
し
か
し
、
万
一
の
こ

と
を
考
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
消

火
・
避
難
訓
練
な
ど
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

火
事
を
出
さ
な
い
こ
と
が
一
番

ぎた 万は力
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消防課の広報活動 火災は予防が大切です

謬鱒
鰐蕊蕊篭蕊蕊議蕊蕊譲;蕊灘灘騨鍵議鍵鶏識灘鶏熱 一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
冒
観
面
。
十
三
町
弓
詞
圏
白
濁
咽
串
國
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一

篝

蕊蕊
蕊譲

一

：

錨蕊 蕊

鍔串ｆ

灘

弾
､。 “‘：
『息ﾑ；:&鍵

《

》

一

Ｆ

み

《
《
一
一
幸
蟻
殿識》彊

肘
ザ
ア
叩
〕

ご

少

騨
１
審
に
、
串

啼
卜
排
叶
牌
洩
、
餌
蠅
押
に

燗
蹴
母
噌

嘱
雛
、 間

市
民
の
み
な
さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
、
そ
れ
が
消
防
の
仕
事
で
す
。
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
に
は
現
在
六
八
人
（
本
部
・
消
防
課
七
人
、
高
萩
消
防
署

三
八
人
、
十
王
分
署
二
三
人
）
の
消
防
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
消
防
本
部
は
、
主

に
火
災
予
防
や
危
険
物
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
消
防
課
と
、
万
一
の
火
災
、
救
急
な
ど

に
備
え
、
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
消
防
署
の
二
つ
か
ら
で
き
て
い
ま

す
。
（
表
一
参
照
）

昔
か
ら
、
髻
察
と
消
防
は
忙
し
く
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
火
事
を

消
す
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
消
防
本
部
で
は
、
特
に
、
火
災
予

防
な
ど
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
は
、
万
一
に
備
え
日
ご
ろ
か
ら
火
災
の
予
防
に
あ
た
る
消
防
の
二
四
時

の
仕
事
を
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
差
峰
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でも出動できます

1

．蝋

り
ま
す
＠

｜
人
の
消
防
ｔ
の
勤
務
表

の
例
で
す
。

一
Ｈ
八
時
間
勤
務
で
は
な
く
、
二
四

時
間
勤
務
の
た
め
、
翌
Ⅲ
は
休
み
に
な
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０
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■
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３

１
１ 13:00車輌掃除・点検等(6:30,8:30, 18:00の

1日に4回車輌点検を行いま式）

14:00地理･水利･道路状況の把握（万一に備え

て，市内の消火栓の点検をします｡）溌蕊溌謬鍵議蕊議溌蕊瀧溌騨撫溌鑪溌蕊蕊蕊蕊蕊議蕊溌蕊蕊灘蕊識蕊
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芯
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に
関
難
る
こ
と
。

》唾一一

靴
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じ

無
＄
“
Ｊ
＄
、

両
い
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吻
等
）
に
櫛
対
畷
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極
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恥
、
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こ
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は動
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ
う
に
消
防
課
と
消
防
署

咄
が
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
生
命
と

車防
財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

消

火
事
や
救
急
、
消
火
・
避
難
訓
練
な
ど
、
詳
し
い

００６
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消

防
本
部
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・
念
二
二

二
二
五
八

毎日が火の元警報発

消火栓の点検をする消防署員

火災件数とその損害額

救急出動件数調べ

(表2）

令中く3月1日旧)～7日出／春の全国火災予防運且

一

~～

火災件数

火災損害額

救急出動件数

平成3年1月～12月

15件

'億704万6千円

712件

時T,;曝鐸串晶1蝿“b､息蹄!x齢 3篭『 涜錦]串轆F1弾

平成2年1月～12月

14件

738万3千円
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